
か
ら
高
浜
虚
子
の
選
句
と
し
て
自
分
の
句
が
二
句
も

読
ま
れ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
俳
句
熱
は
高
ま
っ
た
。

し
か
し
、
句
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
な
い
時
期
も
あ

る
が
、俳
句
は
続
け
て
い
た
。
亡
く
な
る
前
日
に
も
、

新
府
城
址
で
何
句
か
の
句
を
読
ん
で
い
る
。
深
田
久

弥
の
句
は
、
没
後
志
げ
子
夫
人
に
よ
っ
て
「
九
山
句

集
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
。

　

俳
句
募
集
は
、
一
般
の
部
と
小
・
中
学
生
の
部
に

分
か
れ
、
一
人
二
句
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
応
募
期

間
は
、五
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
で
あ
る
。

詳
し
く
は
、
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

https://yam
anobunkakan.com

　

本
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
い
し
か
わ
百
万

石
文
化
祭
」
の
一
環
と
し
て
、
深
田
久
弥
生

誕
百
二
十
年
記
念
「
深
田
久
弥
と
日
本
百
名

山
」
と
題
す
る
事
業
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
中

で
、「
ふ
る
さ
と
の
山
」
と
い
う
兼
題
で
、

俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

　
『
日
本
百
名
山
』
に
つ
い
て
、
深
田
久
弥

を
知
る
人
は
多
い
が
、
俳
句
に
つ
い
て
は
さ

ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
深
田
久
弥
は
第
一

高
等
学
校
在
学
中
、
同
級
生
の
柴し
ぼ
う
た
み
の
る

生
田
稔
さ

ん
に
誘
わ
れ
て
本
格
的
に
俳
句
を
始
め
て
い

る
。
し
か
し
、
大
学
入
学
後
は
小
説
に
身
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
俳
句
に
は
向
き
合
う

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に

文
士
仲
間
な
ど
と
荏え
ぐ
さ
か
い

草
会
を
結
成
し
俳
句
を

再
開
し
た
。
そ
の
会
の
席
上
、
永
井
龍
男
の

発
案
で
「
九
山
」
い
う
俳
号
に
決
定
し
た
。

皆
か
ら
「
久
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

と
、
山
好
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
俳
号
は
、
後
に
自
宅
の
「
本
小

屋
」
を
「
九
山
山
房
」
と
名
づ
け
た
如
く
、

お
気
に
入
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
、

鎌
倉
句
会
に
参
加
し
、
大
勢
の
参
加
者
の
中

　
『
世
界
百
名
山
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
深
田
久

弥
の
『
世
界
百
名
山
』
は
残
念
な
が
ら
四
十
一
座
で

終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
本
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本

人
が
錯
誤
で
あ
る
と
い
う
如
く
、
海
外
旅
行
中
に
雑

誌
に
予
告
が
出
て
し
ま
っ
た
。
予
告
を
い
つ
わ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
か
ら
と『
岳
人
』に
連
載
が
始
ま
っ

た
。
は
し
が
き
に
「
成
功
す
る
か
ど
う
か
、
お
ぼ
つ

か
な
い
。
す
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
、
と
は
一
縷
の

希
み
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
る
が
、
茅
ヶ
岳
で
の

急
逝
に
よ
り
、
そ
の
希
み
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
望
み
を
叶
え
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
い

る
。
久
弥
と
交
流
の
あ
っ
た
何
人
か
の
後
輩
の
方
達

で
あ
る
。
そ
の
中
の
お
一
人
、
黒
田
洋
一
郎
さ
ん
が

先
頃
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
を
訪
ね
て
下
さ
っ
た
。

黒
田
さ
ん
は
、科
学
雑
誌
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』（
季

刊
）
に
、
平
成
二
年
十
一
月
か
ら
「
私
の
世
界
百
名

山
」
を
連
載
し
て
い
る
。
何
冊
か
は
資
料
文
献
室
に

収
蔵
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
読
む
こ
と

も
で
き
る
。
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の
文
化
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書
込
み
の
あ
る
地
形
図
の
一
覧
表
を
見
て
い
て
、

「
秦
野
・
丹
沢
山
塊
」
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、

五
万
分
の
一
地
形
図
の
「
秦
野
」
と
「
上
野
原
」
の

南
半
分
を
つ
な
げ
た
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
地
勢
図「
東

京
」
の
十
六
番
と
十
五
番
で
あ
る
。

　

広
げ
て
み
る
と
多
く
の
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
と
書
き

込
み
が
あ
っ
た
。
大
倉
尾
根
～
塔
ヶ
嶽
～
丹
澤
山
～

蛭
ヶ
嶽
、
蛭
ヶ
嶽
～
熊
木
～
山
神
峠
～
玄
倉
、
塔
ヶ

嶽
～
熊
木
～
雨
山
峠
～
ヤ
ド
リ
ギ
沢
、
そ
れ
に
、
青

野
原
村
～
焼
山
～
ヒ
メ
ツ
ギ
等
に
は
赤
鉛
筆
の
ラ
イ

ン
が
、
そ
し
て
、
鍋
割
山
～
塔
ヶ
嶽
～
新
大
日
～
烏

尾
山
～
三
ノ
塔
～
岳
の
台
～
大
山
の
稜
線
と
、
新
大

日
、
三
ノ
塔
間
の
支
尾
根
に
青
い
線
が
引
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
塔
ヶ
嶽
東
面
の
谷
に
は
ビ
ッ
シ
リ
と
谷

の
名
前
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
谷
の
名

前
は
、
現
在
の
地
形
図
に
は
ほ
と
ん
ど
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
札
掛
」「
犬

越
路
」
の
地
名
に
赤
い
丸
印
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
込
み
に
関
す
る
深
田
久
弥

の
作
品
に
は『
山
頂
山
麓
』の「
尊
仏
山
荘
」

が
あ
る
。
こ
の
文
章
の
初
出
は
、『
山
と

溪
谷
』
昭
和
十
六
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
「
山
岳
雑
記
帳
（
六
）
丹
澤
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
尊
仏
小
屋
」で
あ
っ
た
。『
山
頂
山
麓
』

の
「
尊
仏
山
荘
」
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る

前
文
に
は
、「
十
五
六
年
前
の
事
だ
か
ら

委
し
い
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、」

と
の
書
き
出
し
で
、
青
野
原
か
ら
焼
山
に

登
り
姫
次
ま
で
行
っ
た
が
、
天
候
が
悪
く
な
り
心
細

く
、
縦
走
を
あ
き
ら
め
て
引
き
返
し
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
人
物
書
誌
大
系
・
深
田
久
弥
』

の
年
譜
に
「
大
正
十
五
年
丹
沢
縦
走
」
と
い
う
表
記

が
あ
る
が
こ
れ
に
当
た
る
山
行
の
よ
う
で
あ
り
、
赤

鉛
筆
の
ラ
イ
ン
と
一
致
す
る
。「
そ
の
後
数
年
た
っ

て
丹
沢
へ
局
部
的
に
二
、三
度
行
っ
た
が
」
と
書
い

て
い
る
が
、
年
譜
の
中
に
山
行
記
録
は
見
当
た
ら
な

い
。「
尊
仏
山
荘
」
の
文
中
に
書
か
れ
て
い
る
の
は

昭
和
十
六
年
正
月
の
山
行
で
あ
り
、
大
倉
尾
根
～

塔
ヶ
岳
～
熊
木
～
雨
山
峠
～
ヤ
ド
リ
ギ
沢
の
ラ
イ
ン

そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
塔
ノ
岳
登
山
の
翌
月
と

翌
々
月
に
、
犬
越
路
越
え
、
雁
坂
峠
か
ら
明
神
峠
の

稜
線
歩
き
を
し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
百
名
山
』

に
は
蛭
ヶ
岳
に
登
っ
た
と
も
書
い
て
あ
る
。
こ
の
範

囲
の
広
さ
が
地
形
図
に 

丹
澤
山
塊 

と
表
記
し
て
あ

る
所
以
で

あ
ろ
う
。

編
集
後
記
〜

　
例
年
に
な
く
早
い
春
の
訪
れ
で
し
た
。
山
の
雪
も
、
降

る
量
が
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
下
界
か
ら
見
る
近
山
は
芽
吹
き
で
、
春
の

色
で
す
。

　
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
21
　

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

四
月
二
十
八
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
大
菩
薩
岳
」

　

 

五
月
二
十
六
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
薬
師
岳
」

　

 

六
月
二
十
三
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
開
聞
岳
」

　●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
四
月
二
十
三
日
（
日
）

演
題
：
も
う
一
つ
の
白
山

講
師
：
日
谷 

昌
保 

氏
（
飛
島
建
設
）

　
■
五
月
二
十
一
日
（
日
）

演
題
：
稲
坂
謙
三
と
深
田
久
弥

講
師
：
稲
坂 　

暢 

氏（
医
師
）

　
■
六
月
十
八
日
（
日
）

演
題
：
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

講
師
：
日
比
野　

剛 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
）


